
 

 

 

令和５年度 第１回三田市地域日本語教育推進懇話会 次第 

 

                          日時：令和５/2023 年６月２９日（木）１０：３０～ 

             場所：まちづくり協働センター講座室 

       （オンライン併用） 

 

１ 開会 

 

  

２ あいさつ 

 

 

３ 出席者紹介 三田市地域日本語教育推進懇話会委員名簿 

 

 

４ 報告事項 

 方針策定後の取り組みについて  

 ・懇話会の位置づけ 資料１ 

 

 

 ・やさしい日本語版について 別紙パンフレット 

  

 

５ 協議事項 

 今年度の取り組みについて 資料２ 

 

 

 

６ その他 

 次回の予定 

 ・令和６/2024 年２月 令和５年度第２回三田市地域日本語教育推進懇話会 

 

 



 

 

三田市地域日本語教育推進懇話会委員名簿 

（令和５/2023 年４月１日現在、敬称略） 

・事務局 

三田市共生社会部                      部長 岸本 昭人 

共生社会部福祉共生室                室長 鶴 英治 

共生社会部福祉共生室人権共生推進課  課長 橋本 純子 

主幹 佐藤 まゆみ 

                            係長 梶谷 雅代 

                            事務職員 髙島 碧衣 

三田市教育委員会学校教育部学校教育課    主任 鴻谷 亮介 

  名 前 所 属 等 

学識経験者 

 

新矢 麻紀子
しん や   ま  き  こ

 座長：大阪産業大学国際学部 教授 

遠藤   知佐
えんどう       ち  さ

 副座長：立命館大学・大阪大学 非常勤講師  

楊    梓
よう         し

 

ダイバーシティ研究所研究主幹、阪神・淡路
大震災記念人と防災未来センター リサー
チフェロー 

支援団体 

寿賀
 す  が

  素子
もと こ

 三田市国際交流協会 副会長 

中村
なかむら

   恵美
 え  み

 三田市国際交流協会 日本語サロン支援者 

学校関係者 田中
たなか

 智久
ともひさ

 
三田市立三輪小学校長 

(国際理解教育担当小学校長) 

外国人雇用 

事業者 前川
まえかわ

   嘉彦
よしひこ

 社会福祉法人三翠会 統括施設長 

外国人市民 

当事者 

西村
にしむら

 ベラ スマリノグ 三田市国際交流協会推薦 

グザビエ・マルテル 三田市国際交流協会推薦 

市民 戰  嘉明
せん   よしあき

 市民委員 



事業補助金による三田市国際交流協会の取り組み
・日本語サロン
・ボランティア養成講座
・子どもにほんご教室

・地域日本語教育コーディネーターの配置
・日本語教師による初級日本語講座の開催
・住民参加型イベント

兵庫県国際交流協会

モデル事業の実施成果と策定した方針に基
づき、総合的に施策を推進

・地域日本語教育コーディネーターの配置
・日本語教師による初級日本語講座の開催
・住民参加型イベント

地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業モデル事業

令和６年度～：間接補助事業
（補助1/2＋特別交付税1/2）

三田市

地域調整会議の開催 （年2回）
・阪神地域の自治体、国際交流協会、経済団体等の参画により、地域日本語
教育に関する情報共有、意見交換等を行う。

三田市の地域日本語教育推進のフロー（イメージ）

★間接補助事業の必須メニュー
市町地域調整会議の実施
（年1回以上）

三田市地域日本語教育推進懇話会

を、市町調整会議として位置づけ

委
託

補
助

令和４～５年度：モデル事業

三田市地域日本語教育推進懇話会
令和4年度 令和5年度～
・方針策定に関する意見聴取 ・地域日本語教育の推進状況の確認

・三田市地域日本語教育推進基本方針の策定

令和4年度
・ニーズ及び実態調査の実施

位置づけ

段階的に整理し移行を検討

資料１
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 三田市
さ ん だ し

は 「多文化
た ぶ ん か

 共生
きょうせい

 社会
しゃかい

」を つくろうと しています。 

                ①国
くに

や 民族
みんぞく

、文化
ぶ ん か

、生活
せいかつ

のしかたなどが 違
ちが

うことを 認
みと

める 

         みんなが ②人権
じんけん

＜＝人
ひと

として 生まれた
う    

時
とき

から 持って
も   

いる 自由
じ ゆ う

などの権利
け ん り

＞を 大切
たいせつ

にする 社会
しゃかい

 

                ③一緒
いっしょ

に 安心
あんしん

して 暮らす
く   

  

外国人
がいこくじん

のみなさんが、 三田市
さ ん だ し

で 力
ちから

を しっかり 出
だ

せるように、 次
つぎ

のことを 目指
め ざ

します。 

多様
た よ う

な人
ひと

が 織り
お  

なす 多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

のまち 三田
さ ん だ

 

         ＜いろいろな人
ひと

が つながって つくる 多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

のまち＞ 

 生活
せいかつ

に 必要
ひつよう

な 日本語
に ほ ん ご

が わかると、安全
あんぜん

・安心
あんしん

に 暮
く

らしやすくなります。日本語
に ほ ん ご

の 勉強
べんきょう

が できる場所
ば し ょ

が 

増え
ふ  

ると、外国人
がいこくじん

市民
し み ん

が 日本語
に ほ ん ご

で 話す
はな   

ことが 多
おお

くなります。そして、日本人
に ほ んじ ん

市民
し み ん

が やさしい日本語
に ほ ん ご

を 使
つか

っ

たり、日本語
に ほ ん ご

の勉強
べんきょう

を 手伝
て つ だ

ったりすると、お互い
  た が   

のことが よくわかって つながりが 多
おお

くなります。 

 そうすると、三田市
さ ん だ し

は、みんなが 生活
せいかつ

しやすい まち、元気
げ ん き

で 豊か
ゆた   

な まちに なります。まわりの人との つな

がりを 大切
たいせつ

にして、国
くに

や文化
ぶ ん か

のちがう いろいろな人
ひと

が 力
ちから

を 出して
だ   

、もっと 国際化
こ く さ い か

が 進
すす

んだ 新
あたら

しい社会
しゃかい

を つくります。 

 

こんなまちに したい 
  

 １ いろいろな 学習
がくしゅう

の 場所
ば し ょ

を 多
おお

くする 

◆ 外国人
がいこくじん

市民
し み ん

が、日本語
に ほ ん ご

を 勉強
べんきょう

できる 場所
ば し ょ

を 多
おお

くします。いろいろな 人
ひと

にとって、よい方法
ほうほう

や 

場所
ば し ょ

を 考
かんが

えます。いろいろな 方法
ほうほう

で 情報
じょうほう

を 伝えま
つた      

す。 

 日本語
に ほ ん ご

が 勉強
べんきょう

しやすいように、いろいろな 教室
きょうしつ

を します。 

（例
れい

：インターネットを 使って
つか     

 勉強
べんきょう

する 教室
きょうしつ

、仕事
し ご と

の 場所
ば し ょ

での 教室
きょうしつ

、防災
ぼうさい

＜＝地震
じ し ん

や台風
たいふう

のと

き、自分
じ ぶ ん

を守る
まも   

こと＞や子ども
こ   

を 育てる
そだ      

ために 必要
ひつよう

なことが 勉強
べんきょう

できる 教室
きょうしつ

）  

 日本語
に ほ ん ご

の 教室
きょうしつ

や 勉強
べんきょう

の 方法
ほうほう

などの 情報
じょうほう

を、わかりやすく 伝え
つた   

ます。 

 楽しく
た の    

 日本語
に ほ ん ご

の 勉強
べんきょう

が できるように 工夫
く ふ う

します。 

 ２ 日本語
に ほ ん ご

の 先生
せんせい

と ボランティアが 協 力
きょうりょく

して 進める
すす       

 

◆ ボランティアと 一緒
いっしょ

に 勉強
べんきょう

する 日本語
に ほ ん ご

サロンを 続
つづ

けます。新しく
あたら     

 日本語
に ほ ん ご

の 先生
せんせい

が 教え
おし    

る 

教室
きょうしつ

を つくります。両方
りょうほう

を 大切
たいせつ

にして、三田市
さ ん だ し

だけの しくみを つくります。 

 日本語
に ほ ん ご

の 先生
せんせい

から、日本語
に ほ ん ご

を 習
なら

うことが できるように します。 

 三田
さ ん だ

市
し

で 生活
せいかつ

するために、役立つ
や く だ   

 情報
じょうほう

を 知る
し  

ことが できるように します。 

 ３ みんなが 日本語
に ほ ん ご

を 勉強
べんきょう

する人
ひと

を 助
たす

けられるようにする 

◆ ボランティアを 多
おお

くします。外国人
がいこくじん

が 日本語
に ほ ん ご

を 勉強
べんきょう

するのを 手伝う
て つ だ   

力
ちから

を 高く
たか   

します。 

◆ 「やさしい日本語
に ほ ん ご

」を 使ったり
つか       

、一緒
いっしょ

にいる機会
き か い

を 多
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くしたりして、市民
し み ん

みんなが お互
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る

ことができるようにします。 

 日本人
に ほ んじ ん

市民
し み ん

が やさしい日本語
に ほ ん ご

を 使える
つ か     

ようになるために、勉強
べんきょう

する機会
き か い

を つくります。 

 みんなが いろいろな文化
ぶ ん か

を よく 知る
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たす           

しくみを 考えま
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 ４ いろいろな 団体
だんたい

と 協 力
きょうりょく

して 一緒
いっしょ

に 進める
すす       

 

◆ 会社
かいしゃ

や 学校
がっこう

など、いろいろな 団体
だんたい

と 協力
きょうりょく

して、三田市
さ ん だ し

全体
ぜんたい

で、外国人
がいこくじん

市民
し み ん

が 生活
せいかつ

に 必要
ひつよう

な 

日本語
に ほ ん ご

を 勉強
べんきょう

できるように します。 

 外国人
がいこくじん

市民
し み ん

が 困って
こま     

いることを 知って
し   

、必要
ひつよう

な 手伝
て つ だ

いが できるように します。 

 会社
かいしゃ

と 協力
きょうりょく

して、技能
ぎ の う

実習生
じっしゅうせい

や 仕事
し ご と

をしている 外国人
がいこくじん

と その家族
か ぞ く

が、日本語
に ほ ん ご

を 勉強
べんきょう

しやす

くなる 方法
ほうほう

を 考え
かんが  

ます。 

 市
し

役所
やくしょ

で 「やさしい日本語
に ほ ん ご

」を 使う
つか   

ように します。「やさしい日本語
に ほ ん ご

」や 防災
ぼうさい

などの 勉強
べんきょう

で、

自治会
じ ち か い

＜＝近く
ちか   

に住んで
す   

いる人
ひと

のグループ＞などと 協力
きょうりょく

できるように します。  

 

やっていくこと 
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資料２ 

今年度の取り組みについて 
 

１ 外国人市民の現況  

・令和５年３月末時点で、外国籍の市民は 1,197 人（46 国・地域）。前年同月と比較

すると 83 人の増で、コロナ禍前と同程度となっている。一方、本市の総人口は前

年同月比で千人以上減少しており、外国人が総人口に占める割合は 1.11％と増加

している。 

・国籍・地域別では、韓国が 28.7％で最も多く、ベトナム、中国がそれぞれ 19％台

で続き、アジアの国・地域が多い状況となっている。 

・在留資格別では、特別永住者が 24.2％で最も多く、永住者 23.0％、技能実習 11.8％

と続いている。前年同月と比較して、特に永住者、留学、特定技能の在留資格が

増加している。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【令和４/2022 年 3 月末】            【令和５/2023 年 3 月末】  

韓国, 348, 

31.2%

中国, 220, 

19.7%

ベトナム, 

215, 19.3%

フィリピン, 51, 4.6%

米国, 37, 3.3%

インドネシア, 30, 2.7%

ネパール, 28, 2.5%

台湾, 26, 2.3%

ブラジル, 25, 2.2%

ミャンマー, 19, 1.7%

その他, 115人, 10.3%

韓国, 343, 

28.7%

ベトナム, 

225, 18.8%中国, 224, 

18.7%
フィリピン, 71, 

5.9%

インドネシア, 

50, 4.2%

米国, 41, 3.4%

ネパール, 36, 3.0%

ミャンマー, 31, 2.6%

ブラジル, 26, 2.2%

台湾, 24, 2.0%
その他, 126人, 10.5%

  【令和４/2022 年 3 月末】          【令和５/2023 年 3 月末】  
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三田市の人口と外国人数の推移
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２ 前年度の取り組み  

（１）日本語教師による日本語講座 

  : 初級日本語教室「さんだくらしのにほんご教室 対面」 

   【目標】暮らしのなかで出会う様々な場面で必要な日本語が理解でき、コ   

ミュニケーションがとれる。 

   【日時】令和４年９月４日～11 月６日 各日曜日 10：00～12：00 全 10 回 

  【実施場所】三田市商工会館 

   【対象・受講者】 日本語初級レベル 10 人（国・地域：インド・バングラデシ

ュ・ベトナム・フィリピン・台湾・フランス・ネパール、属性：社会人、

学生等） 

  【日本人参加者】地域日本語教育コーディネーター２人、サポーター７人 

    【受講者募集方法】市広報誌多言語版、チラシ、HP、HIA メルマガ、日本語サ

ロンで案内等 

    【内容】テキスト：「できる？できた！くらしのにほんご（兵庫県国際交流協

会）」。自己紹介、災害、買い物、薬局で薬を買う、三田を楽しむ、年賀状

を書くなど。 

  【成果と課題】成果：「薬の名前がわかった」「ごみを出す日を間違えていた！」

「いままで大変だったことが少なくなった」などの感想があった。日常生活

につながる具体的な学習ができたことから、学習者の達成感が大きく、「楽

しかった」という感想が多かった。また、グループ学習を通して学習者同士

の繋がりができ、教室終了後も連絡を取り合うなど、一対一の支援では難し

305, 
27.4%

252, 
22.6%

130, 
11.7%66, 5.9%

61, 5.5%

78, 7.0%

62, 5.6%

57, 5.1%

27, 2.4%

19, 1.7%

12, 1.1%

45, 4.0%

特別永住者 永住者 技能実習 留学
家族滞在 技術・人文知識・国際業務 日本人の配偶者等 特定活動
特定技能 定住者 介護 その他

290, 
24.2%

275, 
23.0%

141, 
11.8%81, 6.8%

76, 6.3%

74, 6.2%

66, 5.5%

64, 5.3%

46, 3.8%

23, 1.9% 18, 1.5%

43, 3.6%

  【令和４/2022 年 3 月末】          【令和５/2023 年 3 月末】  
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い学習者同士の関係を築くことができた。課題：欠席の場合の連絡方法。初

級より少し上のレベルへの対応。 

 ：初級日本語教室「さんだくらしのにほんご教室 オンライン」 

 【目標】暮らしのなかで出会う様々な場面で必要な日本語が理解でき、簡単な

やりとりができる。 

 【日時】令和４年 11 月９日～12 月 14 日 各水曜日 18：00～20：00 全６回   

 【実施方法】オンライン（Zoom） 

 【対象・受講者】日本語初級レベル８人（国・地域：中国・ベトナム・バング     

    ラデシュ・ネパール、属性：会社員、学生等） 

 【日本人参加者】地域日本語教育コーディネーター２人、サポーター６人 

 【受講者募集方法】市広報誌多言語版、チラシ、HP、HIA メルマガ、日本語サ

ロンで案内等 

 【内容】テキスト：「いろどり 生活の日本語（国際交流基金）」。生活に必要な

初級日本語（自己紹介・食べ物の好き嫌い・休日・趣味・病院に行く等）  

 【成果と課題】成果：オンラインのメリットを活かし、音声の聞き取りが容易

で、学習者の聞く力を伸ばすことができた。ブレイクアウトルームでは学習

者から自身のことを積極的に語るなど、支援者との会話が弾んだ。オンライ

ンツールの「パドレット」を使用することで、参加者はいつでも学習内容の

振り返りができ、復習などに役立った。課題：実施時間の設定。18 時からで

は、仕事をしている人には早く、子育て中の人には食事時間と重なるが、18

時より遅くなると支援者の負担が大きくなる。事前のレベルチェックに関す

る事務など、対面学習に比べ準備に要する時間がかかる。 

 ：子育てのにほんごひろば 

  【目標】子育てに必要な日本語の学習と情報の提供。子育て中の人同士の交流      

      促進 

  【日時】令和５年１月 15 日～１月 28 日 各日曜日 10：00～12：00 全３回 

  【実施場所】フラワータウン市民センター 

   【対象・受講者】子育て中の外国人保護者３人 託児２人、(国籍：フィリピ 

       ン・中国） 

    【日本人参加者】地域日本語教育コーディネーター２人、協力者５人 

  【受講者募集方法】市広報誌多言語版、チラシ、HP、HIA メルマガ、日本語 

     サロンで案内等 

  【内容】オリジナル教材。病院受診。親同士の交流。園への連絡の仕方など。 
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  【成果と課題】成果：乳幼児健診、病院受診の際に必要な会話や言葉などテー    

  マを絞った学習により、三田市の子育てに関する情報を提供することができ  

  た。課題：事業の周知についてなるべく早く情報提供や声掛けを行うことが  

  必要。 

（２）住民参加型イベント  

  ：支援者向け講座「日本語学習支援のためのやさしい日本語」 

 【目的】日本語支援の際に必要な「やさしい日本語」を考える  

 【対象・参加者】外国人への日本学習支援に関心のある人 参加者 20 人 

 【日時】令和４年８月 27 日（土）13:30～15:30 

 【実施場所】まちづくり協働センター 

 【講師】神戸日語学院専任講師、兵庫県国際交流協会登録日本語講師 斎藤 明

子さん 

 【内容】やさしい日本語について学んだ後、外国人学習者を相手にやさしい日

本語の実践。 

    ：一般向け講座「やさしい日本語講座」 

 【目的】やさしい日本語を知って、使ってもらう  

  【対象・参加者】やさしい日本語に関心のある人 参加者 18 人 

  【日時】令和４年 11 月 23 日（水・祝）14:00～16:00 

  【実施場所】まちづくり協働センター 

    【講師】兵庫県国際交流協会 外国人県民インフォメーションセンター相談員     

       村松 紀子さん 

  【内容】やさしい日本語についての説明後、やさしい日本語への言い換え練習。 

  ：支援者向け講座「日本語でおしゃべりしよう！」 

  【目的】やさしい日本語での対話を通して、日本語支援を考える  

  【対象】やさしい日本語での対話型活動に関心のある人 参加者 28 人 

  【日時】令和４年 12 月 12 日（月）13:30～15:30 

  【実施場所】ウッディタウン市民センター 

    【講師】聖心女子大学教授 岩田 一成さん 

  【内容】日本語学習者との対話のコツや支援に必要なやさしい日本語  

   ：成果と課題 

定員を上回る申し込みがあり、これまで三田市国際交流協会の活動に関わり

がなかった人の参加もみられた。参加者からは、「とてもわかりやすかった」、
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「実際に使ってみたい」、「仕事でも使いたい」といった感想があった。さら

により多くの人に参加してもらえるよう、実施方法や効果的な実施日を検討

する必要がある。また、職場でのやさしい日本語など、対象やテーマに応じ

た周知・啓発が必要である。 

（３）総括 

 地域日本語教育コーディネーターと日本語サロンに関わっている有志のサポータ

ー、兵庫県国際交流協会、市によるプロジェクトチームにより、定例的に打合せを

行い、情報共有を行いながら事業を進めることができた。特に、事業の企画や準備、

参加者のサポートなど、サポーターの関わりで効果的な取り組みとなった。 

 

３ 今年度の取り組み予定  

（１）目標 

   モデル事業終了後に間接補助事業へ移行し、事業を継続的に実施していくこと

を見越し、昨年度とは異なる切り口（場所、回数、テーマ、連携先等）によりモ

デル的取り組みを実施する。 

（２）日本語教師による日本語講座 

    アンケートでニーズの高かった、三田地区、ウッディタウン地区の２地域で 

開催。１タームの回数を１０回から１２回に変更。 

  ：初級日本語教室「さんだ・くらしのにほんご教室」三田地区会場 

   令和５年４月～７月 各日曜日 10:30-12:30 全 12 回 

  ：初級日本語教室「さんだ・くらしのにほんご教室」ウッディタウン地区会場 

   令和５年９～11 月 各日曜日 10:30-12:30 全 12 回   

（３）住民参加型イベント 

   様々な対象に向けて、年４回講座を予定。モデル的な取り組みとして、事業者

向けの「やさしい日本語講座」を開催し、これまでつながりが持てていなかった

事業者へのアプローチのきっかけとする。 

  また、「防災」をテーマに自治会と協働し、災害時を想定した日本語学習と支援

の実践を通じて、Win-Win の関係が構築できるよう取り組みを行う。    

  ：日本語学習支援に関心のある人向け講座 

   令和５年８月 26 日(土) 15:00-17:00、令和５年 12 月９日(土) 午前中 

  ：やさしい日本語講座 

  【一般向け】令和５年 11 月 18 日(土)Friendship day in Sanda のイベント内  
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   で実施を予定。 

   【事業者向け】昨年度実施した事業者アンケートでやさしい日本語への関心が

高かった福祉・医療系事業者のニーズを把握するため、実施手法等について

社会福祉法人施設長に相談（地域コーディネーター、市）。 

◇共有した企画案 

対象：外国人を雇用している事業者、雇用を検討している事業者 

内容：なぜやさしい日本語が必要かという導入部分の説明を行う。外国人と

会話するコツなど実際の現場で役立つ情報を学べる講座とする。（話を

理解できているか確認するための聞き方、投げかけの仕方など。） 

日時：令和６年１月中旬頃、午後 ３時間程度 

場所：三田市総合福祉保健センター 多目的ホール 

周知：社会福祉協議会、商工会、青年会議所などに協力いただき、広報を行

う。事業者アンケートで関心を示した事業者に案内を送付する。 

  ：地域と協働した防災訓練の開催 

地域の防災訓練に外国人が参加し、地域の人と防災について考える機会とす

る。受入可能な自治会を調整中。 

（４）課題 

  ：２か年の実施内容の評価・検証 

  モデル事業終了後に間接補助事業へ移行し、事業を継続的に実施していくこと

を見越して、実施内容の評価・検証と今後のプランニングを行う。  

  ：方針に基づく地域日本語教育モデルの構築 

 方針では、目指す方向性の一つとして、「日本語教師とボランティアの両輪で進

める地域日本語教育」を掲げている。外国人市民の居場所としても機能している

ボランティアによる既存の「日本語サロン」と日本語教師による日本語教室を、

地域日本語教育コーディネーターがつなぐという本市独自の地域日本語教育モ

デルの構築に向けて、安定的・持続的な運営が可能となるよう課題整理・調整を

行う。 


